
 

平成２６年度 京都検定講演会 【京 都】 

 
 
 

～ 千年の軌跡 ～ 
主催 ／ 京都商工会議所 

 
京都は千年の都として、歴史に育まれた文化都市であり、いわゆる京都の観光スポットとい

うべきところは、それぞれの歴史的背景なしには語れません。 
そこで、今回の京都検定講演会では、京都市歴史資料館 井上館長の監修のもと、京都の各

時代の特徴となるテーマを取り上げ、千年にわたる大きな時代の流れを学んでいただきたいと
思います。是非、ご参加いただきますようご案内申し上げます。 

 

    
 

【時 間】 各 回  １３：３０～１５：３０  
  
【受講料】 各 回  おひとり様 ２,０００円 

                  ※全４回一括申込 ６,４００円 

【定 員】 各 回  １５０名  ※定員になり次第締め切ります 

【会 場】 京都商工会議所 教室 ２Ｆ 地下鉄烏丸線 丸太町駅南改札６番出口 
 

【お申込み方法】 

①受講料を下記振込口座にお振込み下さい。（振込手数料はご負担下さい） 
 

 

②「受講申込書」に必要事項をご記入の上、「受講申込書」と「振込金領収証のコピー」を一

緒に、郵送もしくはＦＡＸで下記申込先までお送り下さい。 

 

受講料振込口座  

京都銀行 本店営業部 普通預金 ４０８５２１０「京都商工会議所」 

 

 

 

回次 開催日 テーマ 

第７回 10月 11日(土) 
豊臣秀吉による京都の都市改造について 

       奈良大学 文学部史学科教授   河内 将芳 先生 

第８回 11月８日(土) 
江戸時代の京都 －観光都市としての成熟－ 

京都市歴史資料館 野地 秀俊 先生 

第９回 12月 20日(土) 
幕末、動乱期の京都 

霊山歴史館 副館長 木村 幸比古 先生 

第 10回 
平成 27年 

２月 14日(土) 

明治期の復興、京都の三大事業について 

京都市歴史資料館 研究員 秋元 せき 先生 



 

 
 
【注意事項】 
（１）受講申込書のご提出と受講料のお振込みをもってお申込み完了となります。 

「受講証」は開講日１週間前を目処にお送り致します。 
 

（２）既に納入いただきました受講料は、定員を超えてご参加いただけない場合や講演会中止の
ほかは、返金致しかねますので予めご了承ください。 

 
（３）原則として本講演会のキャンセル・日程変更は受け付けておりません。代理受講 

は可能です。ご欠席の場合は資料を後日送付致します。 
 

（４）都合により、会場、日程、タイトルの変更がある場合がございます。 
  
【お申込・お問合先】 京都商工会議所 会員部 京都検定講習会 係 

〒604-0862 京都市中京区烏丸通夷川上ル (地下鉄烏丸線「丸太町」６番出口) 
                 TEL 075-212-6416 FAX 075-222-2612 e-mail:school@kyo.or.jp 

http://www.kyotokentei.ne.jp/ 
 
       

     
ＦＡＸ：０７５－２２２－２６１２ 
  

平成２６年度「京都の歴史を学ぶ」受講申込書 
 

 ※全て正確にご記入ください                            ＠2,0００－ 

 

 

[氏名] 

 

ふりがな 
[受講料振込] 

         銀行／信金       支店より 

（   月   日       円 振込完了） 

漢 字 

 [希望講座] ご希望回の□欄にチェックし、合計金額をご記入ください 
 

〇各回申込  

2,000 円  × 計    コース  

 受講料合計金額      円   

 □ Ｄ７ 第７回（10／11）「豊臣秀吉による京都の都市改造」 

□ Ｄ８ 第８回（11／８）「江戸時代の京都」 

□ Ｄ９ 第９回（12／20）「幕末、動乱期の京都」 

〇全４回一括申込  

お一人様  6,400 円（２割引） 

□ Ｄ10 第 10回（２／14）「明治期の復興、京都三大事業」 
 

□ 全４回一括申込  

[現住所（お住まい）]  〒    －    

 

ＴＥＬ    -       -       ＦＡＸ    -      -       

[緊急連絡先] （臨時休講・会場変更など緊急の場合、昼間にご連絡致します） 

          ＴＥＬ     －       －          

※上記電話は、□自宅（携帯電話などを含む）／ □勤務先 です。 

※本申込書にご記入頂いた個人情報は京都商工会議所の検定、講座実施に必要な業務、事務、各種情報 

提供のみの目的に利用します。 


